
全国マルチメディア祭2004 in わかやま実行委員会

企 画 書

http://mm2004.jp/

事務局：和歌山県企画部ＩＴ推進局情報政策課
〒640-8585 和歌山市小松原通１－１

ＴＥＬ ０７３－４４１－２４０６

ＦＡＸ ０７３－４４１－２４０９

e-mail jmf2004@pref.wakayama.lg.jp



2

本企画書の構成

A．全国マルチメディア祭概要（3）
テーマとコンセプト、４会場企画概要

B．４会場共通企画（6）
映像中継、中継イベント

C．田辺メイン会場の企画概要（7）
セレモニー、地域情報化サミット、主催者展示、セミナー、イベント

D．和歌山会場の企画概要（17）
企業・団体展示、ｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ、わかやま館、ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｼｱﾀｰ

Ｅ．高野地域会場の企画概要（23）

Ｆ．熊野地域会場の企画概要（24）

資料（25）
実行委員会名簿、標語・ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ、広報計画、会場アクセス



3

Ａ．全国マルチメディア祭概要

全国マルチメディア祭は、1988年から全国各地にて総務省と都道府県の共催
で開催されている、全国最大級の地域情報化イベントです。

今回は、

田辺メイン会場と和歌山会場間で高精細ハイビジョン画像中継

４会場を結んでの中継イベントやテレビの公開生放送

田辺メイン会場ではＩＴを活用した課題解決を議論する地域情報化サミット

和歌山会場では68のＩＴ関連企業・団体が出展しての地域情報化フェア

などの多彩な行事が開催されます。

このほかにも各会場では多くのイベント、セミナーが行われます。

１ 日程 平成16年11月19日（金）・20日（土）・21日（日）
２ 場所 田辺メイン会場（県立情報交流センター Ｂｉｇ・Ｕ）

和歌山会場（和歌山マリーナシティ内 ３施設）
高野地域会場（県立橋本体育館）
熊野地域会場（新宮地域職業訓練センター） ※高野・熊野地域会場は20日(土)のみ

３ 主催 全国マルチメディア祭2004 in わかやま実行委員会
４ 集客 上記３日間で70,000～100,000人を見込む（過去の実績による）
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テーマとコンセプト

全国マルチメディア祭 2004 in わかやまがめざすもの

『地域と未来をつなぐ和歌山発ＩＴビジョン』

日本、和歌山の元気人間
が大集合。より元気な＜
全国マルチメディア祭
2004 in わかやま＞を創
造します。
そして来場者の方々にさ
まざまな事業企画・展示を
通じて「元気のおみやげ」
をお渡ししたいと考えてい
ます。

さまざまな人が集い、たく
さんの出会いがあります。
情報化の大河の中に、新
しい発見があります。なつ
かしい市場のような広場
でのオピニオンコンサー
ト・ITジャムセッション、そ
んな交流ステージと各会
場を映像ネットワークで結
び「学びの旅立ち」を演出
します。

日本人のこころのふるさと、
癒しの国・わかやま。来場
者の方々には会場で展示
されるＩＴ機器のコンテンツ
として、癒しの国・わかや
まを体験していただき、
「感動」をお届けしたいと
考えています。
また、放送・インターネット
などを通じて、全国に向け
てマルチメディア祭の情報
を発信いたします。

コンセプト01
＜人・元気＞

コンセプト02
＜心・感動＞

コンセプト03
＜知・交流＞

安心・安全は大きな課題
です。東南海・南海地震
の切迫性が指摘されてい
る中、防災とマルチメディ
アを一つの大きなテーマ
として、いざという時に役
に立つ企画・展示を通し
て、安心な暮らしについて
考えていきます。

コンセプト04
＜住・安心＞
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４つの会場の企画概要

和歌山会場
地域情報化フェア

（和歌山マリーナ
シティ内３施設）

企業・団体展示
教育機関展示
情報化イベント

熊野地域会場
（新宮地域職業
訓練センター）

講演
情報化イベント

高野地域会場
（県立橋本体育館）

情報化イベント

田辺メイン会場
地域情報化サミット

（県立情報交流
センター Ｂｉｇ・Ｕ）

講演
主催者展示
情報化イベント
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Ｂ．４会場共通企画：映像中継とイベント

和歌山会場と田辺メイン会場間をハイビジョン映像中継
３日間、相互の会場の状況を臨場感あふれる高精細ハイビジョン映像で中継

和歌山会場では、地上デジタルテレビ実験局を設置して館内に発信

（ＵＨＦ２０チャンネル）

４会場間の映像中継と中継イベント実施
20日（土）は４会場間を結び、映像中継とイベントを開催

12:00～14:00 「和歌山子ども調査隊発表会：私たちの世界遺産」、 「高野・熊野へい
らっしゃい！～会場生リポート（仮）」

全国マルチメディア祭のテレビ放送実施（テレビ和歌山）
19日10:00～14:00、20日11:00～14:00、21日11:00～14:00の合計10時間、テレビ

和歌山にて、全国マルチメディア祭の生中継、企画番組などが放送されます

（詳細はテレビ和歌山まで）

これらの映像のインターネット配信も予定
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Ｃ．田辺メイン会場の概要

地域情報化サミット（和歌山県立情報交流センター Ｂｉｇ・Ｕ）

＜ＩＴを活用した地域の課題解決＞をテーマに「ＩＴビジネス振興」、「防災」、「地域づくり」という切り口から、
専門家・有識者による講演や、パネルディスカッションを開催し、ＩＴ技術などの進展に対応した今後の地
域のあり方を展望します。
また、会場内では防災などを中心として、最新のＩＴ技術（各種ソリューションやデジタルコンテンツ等）を展
示・実演することで、未来のＩＴ活用シーンを紹介するとともに、和歌山県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕを活
用した人材育成や田辺・白浜地域のＩＴビジネスモデル地区指定、ＩＨＳ（Innovation Hot Springs）構想、高
野・熊野地域の世界遺産登録など、様々な分野における和歌山県の取り組みを全国にアピールします。

和歌山県立情報交流センター Ｂｉｇ・Ｕ

高度人材育成や情報リテラシー向上を目的とした複合型拠点施設

施設概要 所 在 地 田辺市新庄町字東内ノ浦

構 造 鉄骨造 一部地上２階建

延床面積 約9,400㎡

入居機関 県総合教育センター

県立図書館紀南分館

和歌山大学サテライトキャンパス

ＳＯＨＯ、ＮＰＯ 等
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田辺メイン会場：会場配置

地域情報化サミット会場

主催者展示（総務省）

セミナー会場

田辺メイン会場では「地域情報化サミット」、「主催者展示（総務省、和歌山県）」、
「セミナー」を行います。それぞれの会場は下図のとおりです。

そのほか、玄関ホールでは、イベントも行われます。
２階ではプラネタリウムが一般開放されます
屋上は開放スペースとなっており
散策が可能です。

主催者展示（和歌山県）
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田辺メイン会場：セレモニー(11/19)

テープカット・オープニングセレモニー

「和歌山県立情報交流センターBig･U」の開所と「全国マルチメディア祭2004in
わかやま」の開催式を兼ねたオープニングセレモニーを行います。

テープカット 10：00～（Big･U玄関前）

オープニングセレモニー 10：20～10：50（Big･U多目的ホール）

主催者（和歌山県知事、総務省）、来賓あいさつ

標語、シンボルマーク、Big・U命名者表彰式

情報交流会

全国マルチメディア祭ご参加の皆様の交流の場です。
18：00～ コガノイベイホテル（白浜町）
（参加費無料、関係者に招待状を発行いたします）
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総合テーマ：地域の発展とＩＴビジネス振興

基調講演 (11:00～11:30、13:30～15:20)
ユビキタス時代の地域戦略

月尾嘉男氏（東京大学名誉教授）
ＩＴ（インフォメーション・テクノロジー）の未来

ポール・サフォー氏（米国未来研究所特別研究員）
米国のＩＴビジネス経験

松本康樹氏（トランスコスモス㈱取締役副社長）

パネルディスカッション (15:30～17:00)
ＩＴビジネス振興－米国の経験を和歌山に

パネリスト：木村良樹氏(和歌山県知事)
ポール・サフォー氏、松本康樹氏、
村上 恒夫氏（㈱サイバーリンクス代表取締役社長）
浦 聖治氏（㈱エスアールアイ代表取締役）

コーディネータ：小平尚典氏（㈱コヒラ・パーソンズ・プロジェクト代表取締役社長）

田辺メイン会場：地域情報化サミット(11/19)

※ 事前の聴講登録を受けつけています（詳しくはホームページをご覧ください）。
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総合テーマ：ＩＴを利用した防災への取り組み

田辺メイン会場：地域情報化サミット(11/20)

※ 事前の聴講登録を受けつけています（詳しくはホームページをご覧ください）。

基調講演（10:00～11:50）
ITを減災に活かし巨大地震を凌ぐ
福和伸夫氏（名古屋大学大学院環境学研究科教授)

ITを利用した防災への取り組み
細川直史氏（消防庁防災情報室課長補佐）

IT時代の地域防災教育
－南海・東南海地震に向けての地元大学の取り組み－

プレゼンテーション（14:30～15:40）
川口淳氏（三重大学大学院工学研究科助教授）
中野晋氏（徳島大学工学部建設工学科助教授）
此松昌彦氏（和歌山大学教育学部助教授）

パネルディスカッション（15:50～17:00）
パネリスト：川口淳氏（三重大学大学院工学研究科助教授）

中野晋氏（徳島大学工学部建設工学科助教授）
此松昌彦氏（和歌山大学教育学部助教授）
細川直史氏（消防庁防災情報室課長補佐）

コーディネーター：尾久土正己氏（和歌山大学学生自主創造科学センター教授）
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基調講演(10:00～11:50)
地域間の連携－インターネット市民塾

柵富雄氏（富山インターネット市民塾事務局長）
道本浩司氏 （和歌山インターネット市民塾理事）

デジタルの千年と地域
中村伊知哉氏（スタンフォード日本センター研究所長）

リレー・プレゼンテーション(13:00～14:50)
市民による地域情報化の推進と活用

佐藤周氏、満田成紀氏（和歌山大学助教授）
真の住民のための地域情報化～震災復興からの取り組みを踏まえて～

吉田稔氏（西宮市総合企画局情報政策部長）
Editみのお2003-編集をキーワードに学校と市民によるみのおを再発見-

久保昌司氏（箕面市教育委員会教育推進部学校教育課）
シニアが知恵とＩＴを生かして協働のまちを創る

堀池喜一郎氏（ NPO法人シニアSOHO普及サロン三鷹代表理事）
和歌山県産農産物のトレーサナビゲーション

宇都宮洋才氏（和歌山県立医科大学講師）

総括講演(15:00～16:00)
（仮題）ユビキタス時代における地域情報化

須藤修氏（東京大学大学院情報学環教授）

総合テーマ：地域からの情報発信と地域内の情報流通

田辺メイン会場：地域情報化サミット(11/21)

※ 事前の聴講登録を受けつけています（詳しくはホームページをご覧ください）。
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田辺メイン会場：主催者展示（総務省）

セーフティ＆
コミュニティゾーン

アクティブゾーン

ユビキタスネットワーク時代の基本インフラである電子タグの利活用イメージをデモ展示します。無線ＬＡＮ
の実演。第４世代移動通信システムの活用を視野にした防災システム等の実演展示をします。

スケーラブルＶＲシアターによる天体観測をコンテンツにした公開授業を実施します。多原色によるリアリ
ティ再現を実現するナチュラルビジョンを実演します。

地上デジタル放送の紹介及び行政サービスへの利活用の実体験コーナーを設置します。

遊びと人とのコミュニケーションをメインにしたロボット展示と産業振興取組の紹介。 そしてコミュニケ
ション/ヒューマノイドロボット、ＩＰコントロールカーを実際に触って、操作して、体験していただきます。

●地上デジタル放送/行政サービス利活用デモ
●スケーラブルＶＲシアター
●ナチュラルビジョン

●デジタル防災無線システム
●電子タグの利活用デモ
●１８GHz無線アクセスシステ
●ＩＴＳの紹介
●防災ｅ－ラーニング展示

●インテリジェントシティウオーカー
●ＩＰコントロールカー
●ロボット等実演展示

ビジュアルゾーン
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センサーや環境端末から情報を受けて危険
を自動的に回避する乗り物を展示。また、来
場者による試乗もできる。

小型カメラを搭載したIPコントロールカーを無線LANによりイン
ターネットに接続、インターネット経由で車載カメラの画像を見
ながらパソコンによりミニチュアカーを操作する。専用サーキッ
トコースで、実際に来場者が運転できる。

ＩＰコントロールカー インテリジェントシティウォーカー

人間のような巧みな動
きを実演。来場者のリ
モコン操作により動か
すことができる
ロボビーＭ、ヴィジオン
等サッカーロボットがス
テージショーを披露す
る

ロボットと人間
とのコミュニ
ケーションを研
究するための
あかちゃんロ
ボット。

[インファノイド][ロボビーM] [ロボビーR]

スケーラブルＶＲシアター ナチュラルビジョン

日本に１台しかない、
通常の３原色ではなく
６原色で実物により近
い美しい映像を映し出
せるディスプレイ
今回は高野山建造物
の静止画を紹介予定

迫力ある大画面映像とパソコンと
のネットワークにより参加者相互
の動きを知ることができ、体験を
共有できる
今回は教育用天文コンテンツ「コ
スモス」を活用した、公開授業を
実施

主な主催者展示（総務省）

ロボットとの遊び・コミュニケーション
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防災関係
平成19年秋の運用開始を目指して整備中の和歌山県総合防災情報システ
ムの概要説明とイメージデモを行います。

電子自治体
和歌山県では電子県庁の構築を進めています。ここではその取り組みを紹
介するとともに、電子県庁に関する各種ソリューションの紹介を行います。

高野・熊野世界遺産
インターネットで公開している高野・熊野アーカイヴチャンネルで高野・熊野
の魅力を楽しめます。

ブロードスター
ブロードバンド環境を想定したコンテンツを全国から募集し、公開するブ
ロードバンドコンテンツマーケット「ブロードスター」から選ばれた作品を公開
します。

プラネタリウム（県教育委員会）
県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕには教育訓練施設としてプラネタリウムがあ
ります。「全国マルチメディア祭2004inわかやま」開催期間中はこのプラネ
タリウムが一般公開されます。

シリコンバレーの立役者たちの写真展「ｅ－ｆａｃｅ」
世界のＩＴをリードしたパイオニアのエネルギッシュなポートレイトと成し遂げ
た夢と業績を紹介することで、ＩＴ業界のダイナミズムの過去・現在・未来を
感じ取っていただきます。

田辺メイン会場：主催者展示（和歌山県）
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全国マルチメディア祭期間中、田辺メイン会場では様々なセミナーが行われます。
（詳細はホームページをご覧ください）

教育ｅ－ラーニング創造事業成果発表会（県教育委員会）
コミュニティビジネスに関する研究会（田辺市）
和歌山県知的財産戦略セミナー（和歌山県） 他

田辺メイン会場：セミナー、イベント

セミナー

イベント
会場間中継イベント

11月20日には「Ｂ．４会場共通企画」にある中継イベントが行われるほか、テレビ和歌山の公開生放送
も行われます。

子供向けイベント
今超人気のTVキャラクターがやって来る。「仮面ライダーブレイド」11月20日2回、「二人はプリキュア」
11月21日2回、特設ステージでショーと記念撮影会が行なわれます。ショーではマルチメディアに関す
るクイズも出され、参加する子供たちがマルチメディアを楽しく学べます。

ロボットショー
世界のロボット最先端、ロボカップ（ロボット世界大会）出場のサッカーロボットが登場。11月19,20,21日
特設ステージでのデモンストレーションを繰り広げます。また、ロボット開発秘話を語る開発者のトーク
ショーもあります。
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D．和歌山会場の概要

企業を中心に最新のＩＴ機器やシステム、特に各種ソリューションやデジタルコンテンツ等の展示、
実演等を行うことにより、最先端技術によって人々の暮らしがどのように快適、便利になるかを具
体的に紹介することで、地域における情報リテラシーの向上を図ります。

さらに、県内の高等学校や大学の展示・イベントも予定されており、次世代を担う人材の取り組み
を紹介します。

地域情報化フェア（和歌山マリーナシティ）

和歌山マリーナシティ

わかやま館
２階
★教育機関展示
３階
★セミナー

ＷＡＶＥ
★企業・団体展示
★会場間中継
★ステージイベント

インターナショナル
シアター

★イベント
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和歌山会場：WAVE館 企業・団体展示

和歌山会場ＷＡＶＥ館では６５のＩＴ関連企業・団体が展示を行います
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人・元気ゾーン

アナログ放送からの移行が予定されている“地上デジタル放送”を活用したデータ放送等のデモンストレーシ

ョンや、その関連機器の展示、また屋外移動中でも番組が楽しめる放送技術の実演などをおこないます。体
感型、参加型出展をとおして、みなさまに「元気」をお届けします。

心・感動ゾーン
時間・場所にとらわれず、一人一人にあわせた効率的な学習が可能な教育e-ラーニングシステムや、ブロー

ドバンドＴＶ会議システム、貴重な研究、文化遺産等の映像をデジタルライブラリーとして保管するシステムの
ご紹介をおこないます。教育、文化系の出展をとおして、“知る”ことによる「感動」が体験出来ます。

住・安心ゾーン

地理情報システム（ＧＩＳ）、医療情報システム等、皆様の暮らしに密着した各種システムをご紹介します。ま
た、日常的な防災管理・監視システムから、南海・東南海地震の対策技術まで、様々な防災対策システムに
より、「安心」へのお導きをいたします。

未来への交差点ゾーン

ＩＰテレビ電話による新しいコミュニケーションの楽しみ方や、買い物ができる携帯電話端末等、今後のライフ
スタイルに欠かせない、未来型技術をご体験いただけます。また、パーソナルロボットのデモンストレーション
や簡単きれいなデジタルプリント等、見て楽しめる展示・実演もおこないます。

「インフォ・フェア’04inわかやま」

和歌山県下のＩＴ系産業を中核とした総計114会員企業・団体で構成された 社団法人 和歌山情報サービス
産業協会が、平成4年の設立の当初から継続 しているビジネスコンベンションフェアであり今回が１２回目と
なります。和歌山 県下のＩＴ産業界活動の一環を最新の多種多様なソフトや製品を通じて幅広く 知って頂くと
共に、地場産業の活性化に結びつけばと頑張っています。

和歌山会場：WAVE館 ゾーンのご紹介
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テレビ中継イベント（19日～21日の11:00～14:00）（テレビ和歌山）

「Ｂ．４会場共通企画」イベントをはじめ、ステージではテレビ和歌山の特別番組の公開生放送が行なわれます。
出演者は19日、21日は県内在住のポップデュオ、ウインズ平阪佳久。20日は桂枝曽丸、非常階段シルクが登
場。マルチメディア祭の紹介など楽しいステージを繰り広げます

出展企業によるプレゼンテーション・イベント（19日、20日）

「全国マルチメディア祭２００４ｉｎわかやま」出展企業によるプレゼンテーション・イベントが行われます。。

佐野安佳里さんのライブ演奏とトークショー（11月20日14:30～15:30）

（近畿次世代超高速ネットワーク推進協議会）
今年9月に開催された「軽井沢ラヴソング・アウォード2004」で優秀賞に輝いた和歌山出身の佐野安佳里さんの
ライブ演奏と、東京との間を研究開発用テストベッド・ネットワークＪＧＮⅡで結んだトークショーを開催します。

連画ワークショップ（11月21日10：30～12:30、13:30～15：30）（デジタル表現研究会、CANVAS）

コンピュータと簡単なペイントソフトを使用して、他人（ひと）の
絵に自分の絵をつなげて「連画」の樹を成長させていくゲーム
に参加しませんか。参加者それぞれのアイデアの多様性が
爆発する現場を体験できます。

It’s a beautiful day.（11月21日12:30～13:30、16：00～17：00）（It’s a beautiful day実行委員会）

デジタルカメラを手にし、それぞれが思い思いに切り取った
「ある日、ある時のわかやま」を皆で検証すれば未来の
和歌山が見えてくるに違いありません。一番身近なマルチ
メディアとして認識され始めているデジタルカメラを持ち、
県民参加型のデジタルフォトコンテストを開催します。

和歌山会場：ＷＡＶＥ内ステージイベント
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和歌山会場：わかやま館・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｼｱﾀｰ

大学展示：近畿大学、和歌山大学による、ＩＴ関連の研究成果を展示します

第11回県産業教育フェア展示
全国マルチメディア祭と同時開催される県内の高等学校の
産業教育に関する成果等を広く発表するイベントです

ユニバース
三次元コンピュータグラフィクスで再現した太陽系内を縦横無尽
に飛び回り、太陽系全体や各惑星の特徴を紹介します。また、
自由に時間を変化させたり様々な場所に着陸したりして、恒星

や太陽系の惑星、彗星等の動きを説明することが可能です。

セミナー （詳細はホームページをご覧ください）
インターネット安全教室
ＩＴと遠隔医療講演会 他

「第11回県産業教育フェア」開会式（11月20日10：00～）
アトラクション及び閉会式（11月21日）

「第13回わかやまソフトウエアコンテスト‘０４」 表彰式
（11月20日午後）

わかやま館２階＜教育機関展示＞・３階＜セミナー＞

インターナショナルシアター
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和歌山会場：その他イベント・お知らせ

ふるさと物産フェア

ＷＡＶＥ前広場において、合計２０張り（予定）のテントを設置し、高校生による物品
の販売（「第11回県産業教育フェア」の一環）や黒潮市場による県産品、土産物の
販売をおこないます。

黒潮市場とのコラボレーション企画

黒潮市場内において、黒潮市場とのコラボレーションによるイベントを計画しており
ます。ＷＡＶＥ、黒潮市場間では、会場間移動用シャトルバスを運行します。

ポルトヨーロッパ入場券

インターナショナルシアター（ポルトヨーロッパ内）で、各種イベントがおこなわれるこ
とに関連して、ホームページおよび新聞折り込みチラシ（11月中旬予定）から、「ポ
ルトヨーロッパ入場券」が入手出来ます。
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E．高野地域会場の企画概要

４地域会場連携イベント（「Ｂ．４会場共通企画」参照）
他の３会場と映像による連携

最新情報機器による展示と実演体験
情報関連企業による実演体験や企業ＰＲ、「インタラクティブ万華鏡」体験

DVTS（高品位動画像配信システム）を利用したテレビ
（みさと天文台←→県立橋本体育館）

パソコン体験教室の開催

地元企業、地元産品のＰＲと物産販売
農産物、商工製品等の実演販売など

観光及び世界遺産のＰＲ
管内観光スポットの紹介や世界遺産「高野」の紹介

おもしろ科学の工作教室（和歌山工業高等専門学校）、
ほんまもん体験イベント

会場：和歌山県立橋本体育館（20日（土）のみ）

金剛峯寺
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メインプログラム

講演

町の元気づくり～ＩＴ活用と情報発信の可能性

講師：アンカーコム（有）代表取締役 長坂由佳氏

４会場中継イベント（「Ｂ．４会場共通企画」参照）

熊野地域会場特別企画
世界遺産「熊野」の魅力を語る ～ 水上の参詣道「熊野川」
講師：新宮市熊野学情報センター準備室長 山本殖生氏

少年野球ファンへのステージトーク ～「夢」を実現した投手
講師：元西武ライオンズ投手 木村竹志（旧名：石井毅）氏

熊野発なんでもＰＲ
お楽しみプレゼント抽選会

並行プログラム

「鈴木理策」「今井紀彰」写真展＆ギャラリートーク

デジタル絵葉書コンテスト応募作品展示コーナー

協賛団体出展／展示コーナー

おいしい熊野の「食」と「物産」コーナー

木村竹志の少年野球フォーム分析個人指導コーナー

ビックリ合成写真特設スタジオ

Ｗｅｂネット交流体験コーナー

便利なパソコンの使い方教室

会場：新宮地域職業訓練センター（20日（土）のみ）

熊野速玉大社

F．熊野地域会場の企画概要
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所属等 職名 氏名

■自治体等

和歌山県 知事 木村良樹

和歌山県議会 議長 小川武

和歌山県教育委員会 教育長 小関洋治

総務省情報通信政策局地方情報化推進室 室長 谷史郎

総務省近畿総合通信局 局長 松本正夫

（財）電気通信高度化協会 専務理事 三沢充男

地域情報化懇談会 代表幹事 若林良治

和歌山市 市長 大橋建一

橋本市 市長 北村翼

田辺市 市長 脇中孝

新宮市 市長 上野哲弘

白浜町 町長 立谷誠一

和歌山県市長会 会長 大橋建一

和歌山県町村会 会長 桂功

和歌山県高等学校長会 会長 藪添泰弘

■大学

和歌山大学 学長 小田章

和歌山県立医科大学 学長 山本博之

近畿大学生物理工学部 学部長 山本和夫

高野山大学 学長 生井智紹

所属等 職名 氏名

■通信・放送機関等

日本放送協会和歌山放送局 局長 植木彰

（株）テレビ和歌山 代表取締役社長 森田勝治

（株）和歌山放送 代表取締役社長 三原嘉久

朝日新聞社和歌山支局 支局長 樋田毅

日本経済新聞社和歌山支局 支局長 澤野智

関西電力（株）和歌山支店 支店長 脇田寛男

西日本電信電話（株）和歌山支店 支店長 中谷富夫

■交通機関

西日本旅客鉄道（株）和歌山支社 支社長 山岡修

南海電気鉄道（株）和歌山支社 支社長 亀井康年

（社）和歌山県バス協会 会長 赤松眞人

南紀白浜空港ビル（株） 代表取締役社長 木村良樹

■IT利用団体等

和歌山県商工会議所連合会 会長 島正博

和歌山県商工会連合会 会長 岩崎健男

和歌山県農業協同組合中央会 会長 中畔達夫

和歌山銀行協会 会長 片山博臣

和歌山県情報化推進協議会 会長 鈴木胖

（社）和歌山情報サービス産業協会 会長 釜中甫干

（福）和歌山県社会福祉協議会 会長 木村良樹

（社）和歌山県観光連盟 会長 木村良樹

◎

○

●

○

●

◎会長 ○副会長 ●監事

資料：実行委員会名簿
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資料：標語・シンボルマーク

■標語

つながる ひろがる ひと 未来

～私から わかやまから～

もっと便利で豊かな未来が広がる！という期待や夢、希望が込
められています。

■シンボルマーク
梅の花をモチーフに、マルチメディア祭

に集まる様々な情報・技術を色とりどり

のラインでデザイン。

情報発信がおしべで表現されています。
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和歌山マリーナシティ
・南海和歌山市駅よりバスで30分
・JR海南駅よりバスで１５分
・海南ICより車で10分

和歌山までは
・南海本線難波駅より約１時間
・JR天王寺駅より約１時間
・関西国際空港より空港バス

または電車（JR・南海本線）で約40分

和歌山県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ
・JR田辺駅より車・バスで25分
・JR白浜駅より車・バスで７分
・白浜空港より車・バスで20分

※無料シャトルバスも運行します。

和歌山県立橋本体育館
・JR・南海高野線橋本駅より徒歩20分車で5分
･南海高野線林間田園都市駅より車・バスで20分

※無料シャトルバスも運行します。

新宮地域職業訓練センター
・JR新宮駅より徒歩2、3分

資料：会場へのアクセス

和歌山県立
情報交流センター
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